
 東北地方の多雪環境に適した低コスト再造林システムの開発 
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25036B 
分  野 適応地域 

林業－造林 

  木材価格の低迷と高い造林コストが主因となり人工林の皆伐面積に対する植栽面積の割合は東北各県で

毎年20～30%に止まっている。森林資源の循環利用と国土保全等の面から、再造林を確実に行うことが必要

である。そのため、木材価格の上昇が当面期待できない状況では、再造林コストの大幅な低減を図らなけれ

ば、林業による収益向上は望めない。そこで、東北地方の多雪地において、地拵え、植栽、下刈りの初期育

林コストを現在の５０％程度削減する低コスト再造林技術を開発する。    

① 多雪地での低コスト再造林技術が実証試験結果から提示され、現場での普及につなげることができる。 

② 複数の県で造林補助基準にコンテナ苗の標準単価が設定され、また最低植栽本数基準の引き下げが行
われるなど、造林作業の低コスト化に向けた政策的な取り組みの裏付けになる技術であることから、東北
全体へのさらなる波及が期待できる。 

③ 育林コストシミュレーターの開発により、再造林作業の収支予測ができ、地域の状況に適した作業技術の
選択が可能となる。 

① 積雪地で伐採作業用の機械（グラップル）を使用した地拵えの実証試験から、地拵え作業の経費では通常
作業の60％以下、植栽作業では70～80％程度に削減できることを示した。 

② 最大積雪深が１ｍから1.5ｍの多雪地帯でもスギやカラマツのコンテナ苗が裸苗と遜色ない成長をすること、
東北地域13箇所のデータから活着率も平均94％と安定して高いことを明らかにした 

③ 下刈りについて、スギは植栽後２、３、５年生時に行えばよく、作業回数を半減できること、カラマツは植栽初
期の２年間のみの実施でよく、作業回数を三分の一に削減できること、またワラビをカバークロップとして利
用し、再生植生が抑制できること、加えて副収入を期待できることを明らかにした。 

④ 多雪地型の伐採・植栽の一貫作業を提示し、コストシミュレーションにより45～55％のコスト削減効果が期待
できることを示した。 
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① 育林コストが半減できるため、林業収益が高まり、林業従事者の待遇改善と造林未済地の減少に貢献で
きる。 

② 震災復興への林業サイドからの貢献と、国土保全及び生物多様性の向上による国民への良好な森林環
境の提供が期待できる。 

③ わが国の重要課題である地方創生と、国際的に関心が高い違法伐採対策や地球温暖化対策の面で国産
材利用の拡大が期待されており、再造林コスト削減技術の開発は国内外の課題解決にも貢献できる。 

 

 

 

東北 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（発展融合ステージ）/研究紹介２０１６ 

１ 研究の背景・目的・目標 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 今後の展開方向、見込まれる波及効果 

４ 開発した技術・成果が実用化されることによる国民生活への貢献 

公表した主な特許・論文 
① 松本和馬他．東北地方における低コスト再造林の実用化と課題．東北森林科学会誌 20(1), 1-15 (2015) 

② 櫃間岳他．東北地方におけるスギコンテナ苗と裸苗の成長比較．東北森林科学会誌 20(1), 16-18 (2015) 
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問い合わせ先：森林総合研究所 東北支所 TEL 019-648-3930 

（25036B）東北地方の多雪環境に適した低コスト再造林システムの開発 

研究の達成目標 

主要な成果 

今後の展開方向、波及効果 

国民生活への貢献 

１．速く植えられ、確実に活着し、植付時期の制  
  約が少ないコンテナ苗でコスト削減 

①どれだけ速く植えられるか 
→ 従来の裸苗の約2倍 
②多雪地に植えても活着して
成長するか 
→ ほぼ100％活着し、裸苗  
   に勝るとも劣らない成長 
③いつでも植えられるか 
→ 晩秋以降を除けばいつで 
   も可能 

２．機械による地拵え作業と低密度植栽でコスト 
  削減 

伐採作業に使用したグラップル
を利用すると、人力による通常
作業よりも 
→ 人工数で63～85％の削減 
→ コストで16～40％の削減 

カラマツ裸苗の通常植栽(2,500
本/ha)とコンテナ苗の低密度植
栽（1,500本/ha） 
を比較すると 
→ 人工数で56～63％の削減 
→ コストで11～30％の削減 

多雪地帯での再造林コスト低減の４つのポイント 

３．下刈り作業の大幅な見直しでコスト削減 

ワラビの繁茂状況の経時
変化（１年間） 

①スギは植栽後２年目、３年目、５
年目の３回の下刈りでやれる 
→ 従来の半分 
②カラマツは植栽当年から２また
は３年で終えられる  
→ 従来の半分から三分の一 
③ワラビの導入で再生植生が抑制
され収益も期待できる 
→ 植栽３年目から収支が黒字化 
④除草剤散布の下刈り代替効果
確認                        
→ 経費で10～25%削減 

４．東北型一貫作業システムの採用でトータルコストの 
   削減 

一貫作業システムの導入により45～55％のコスト削減 

東北地方の多雪地において、地拵え、植栽、下刈りの初期育林コストを現在の５０％
程度削減する低コスト再造林技術を開発する。 

  多雪地での低コスト再造林技術の実用化と、育林コストシミュレーターの利用による地域に最適な造林
技術の選択が可能となる。 

  造林補助基準にコンテナ苗の標準単価と最低植栽本数基準が設定され、再造林作業の低コスト化技術
として東北全体への波及が進む。 

育林コストが半減できるため林業収益が高まり、林業従事者の待遇改善と森林資源の安定供給及び国土保
全と温暖化防止対策に貢献できる。 
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